
り

示談

／

－一
一

それ引け

　　鳶……－………t回天……ｻF

入湯

ぐ

３年……………

ぷ.391

月

ヅ４

゛に

　第１回ファミリー体育祭が10月20日、総合運動場で開

催。町内自治会58チームが参加のもと、各種競技に熱戦

を展開、熱気と歓声が会場にこだましていました。



プ
目
治
功
労
者
1
8
名
を
表
彰

み
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永
年
に
わ
た
り
本
町
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
方
、
並
び
に
他
の
模
範
と
な

る
行
為
を
さ
れ
た
方
な
ど
、
政
治
、

経
済
、
社
会
、
そ
の
他
各
方
面
に
お

い
て
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
を
表
彰

す
る
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
１
０
月
2
8

日
、
役
場
正
行
に
お
い
て
、
多
数
の

来
賓
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
功
労
賞
と
し
て
１
８
名
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
、
清
水
町
長
か
ら

表
彰
状
、
記
章
及
び
記
念
品
が
贈
ら

れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
功
績
が
た
た

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
下
記
の
と

お
り
で
す
。表

彰
式
の
よ
う
す

新
海
漸
（
敬
称
略
）

し脳吉言

清
水
町
長
を
囲
み
、
喜
び
の
記
念
撮
影

｀ W ’

Ｏ
８
年
以
上
町
議
会
議
員
の
職
に
あ

　
っ
た
者

　
田
中
　
一
男
（
繰
返
し
表
彰
）

　
　
　
落
貪
〒
目
1
4
番
５
呼

Ｏ
１
２
年
以
上
農
業
委
員
会
委
員
・
教

　
斉
委
員
会
委
員
・
選
挙
管
理
委
員

　
会
委
員
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
面
会
委
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
須
釜
　
作
一

　
　
　
大
師
町
1
4
番
3
5
号

　
高
木
　
辰
雄

　
　
　
七
ヴ
石
２
５
９
番
地

Ｏ
通
算
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
委
員
・

　
町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
浜
野
　
信
＝
コ
繰
返
し
表
彰
）

　
　
　
安
塚
１
９
７
４
番
地

Ｏ
通
算
に
よ
り
、
消
防
団
員
・
農
業

　
委
員
会
委
員
・
町
議
会
議
員
の
職

　
に
あ
っ
た
者

　
高
山
　
英
雄

　
　
　
国
谷
９
９
６
番
地
１

　
藤
栄
　
　
武

　
　
　
北
小
林
１
９
９
番
地
２

○
通
算
に
よ
り
、
消
防
団
員
・
国
民

　
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
・
農

　
業
委
員
会
委
員
・
町
議
会
議
員
の

　
職
に
あ
っ
た
者

　
蔑
葉
　
　
光

　
　
　
壬
生
乙
心
乙
ｑ
１
７
４
番
地
１

　
　
　
　
　
　
｀

○
通
算
に
よ
り
、
選
挙
管
理
委
員
会

　
委
圈
∵
企
画
委
員
会
委
員
の
職
に

　
あ
っ
た
者

　
横
山
　
　
茂

　
　
　
駅
東
町
８
番
５
号

Ｏ
2
0
年
以
上
司
職
員
と
し
て
勤
務
し
、

　
成
績
優
れ
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め

　
ら
れ
る
年
齢
5
0
歳
以
上
の
者

　
稲
見
　
弘
子

　
　
　
宇
都
宮
市
西
川
田
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
番
６
‥
ゲ

　
小
田
垣
　
勤

　
　
　
表
町
２
番
1
0
号

　
粂
川
　
幸
子

　
　
　
安
塚
９
｀
０
４
ｑ
）
番
地
５

　
粂
川
　
富
子

　
　
　
安
塚
９
２
９
番
地
1
3

　
柴
　
　
七
郎

　
　
　
元
町
１
１
番
２
２
号

　
高
木
　
信
治

　
　
　
七
ツ
石
１
２
０
番
地
２

　
田
村
　
光
宏

　
　
　
本
丸
二
丁
目
１
０
番
2
0
号

　
松
本
　
　
兜

　
　
　
大
師
町
1
5
番
６
号

　
水
野
　
幸
男

　
　
　
本
丸
二
丁
目
２
５
番
弱
万

　
山
川
　
重
喜

　
　
　
藤
＃
１
４
ハ
り
ら
Ｊ
番
地
２



－－
　
　
　
　
体
育
功
労
者
表
彰

氏

名

壬
生
町
体
協
野
球
部

壬
生
町
体
育
協
仝
射
撃
部

壬
生
町
体
育
協
仝
水
泳
部

壬
生
町
体
協

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

壬
生
町
体
協
銃
剣
道
部

羽
生
田
剣
道
ク
ラ
ブ

推
　
　
薦
　
　
理
　
　
由

平
成
２
年
県
大
会
優
勝

平
成
２
・
３
年
県
大
会
優
勝

郡
民
体
育
祭
連
勝

平
成
３
年
郡
民
体
育
祭
優
勝

平
成
３
年
郡
民
体
育
祭
優
勝

平
成
元
・
２
年
全
日
本

　
　
　
少
年
剣
道
練
成
大
会
出
場
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壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
　
　
平
成
２
・
３
年
全
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
剣
道
練
成
大
会
出
場

壬
生
お
も
ち
や
ク
ラ
ブ
　
　
平
成
３
年
国
体
関
東
ブ
四
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
選
会
出
場

壬
生
東
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
第
１
回
日
米
親
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
野
球
大
会
準
優
勝

壬
生
レ
ッ
ド
　
　
　
　
　
　
弟
１
６
回
北
関
東
学
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軟
式
野
球
大
介
優
勝

壬
生
小
水
泳
　
　
　
　
　
　
第
７
回
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
優
勝

壬
生
中
野
球
邦
　
　
　
　
　
平
成
３
年
度
関
東
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軟
式
野
球
大
会
優
勝

壬
生
中
剣
道
邦
　
　
　
　
一
平
成
２
年
度
関
東
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剣
道
大
会
出
場

壬
生
中
水
泳
邦
男
ｆ
　
　
ぷ
Ｉ
成
２
年
度
関
東
中
学
水
泳
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
出
場

南
犬
飼
中
　
　
　
　
　
　
　
関
東
中
学
牛

　
１
０
目
2
0
日
に
行
わ
れ
た
第
一
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
体

育
祭
開
会
式
に
お
い
て
、
体
育
の
普
及
・
振
興
に

功
績
が
あ
っ
た
方
や
各
種
大
会
で
目
ざ
ま
し
い
活

躍
を
さ
れ
た
団
体
・
個
人
を
体
育
功
労
者
と
し
て

表
彰
し
ま
し
た
。

　
　
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
都

南
犬
飼
中
庭
球
都

佐鈴鈴小渡柳

辺
　
清

沢藤木木峰

健善玉栄

浩次馨雄隆一光

中

島

義

家

佐

藤

一
一-
一

郎

中

尾

靖

郎

荒

川

為

七

鈴

木

茂

弥

鈴

木

茂

行

栗

原

刀

川

粂

川

武

内

武

内

小

平

石

塚

渡

辺

林
　
蔵

富
　
夫

弘
　
行

ミ
ツ
工

孝
　
男

マ
チ
Ｔ

芳
　
治

友
　
彦

船

越

光

子

政

葉

幸

枝

　
　
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
出
場

関
束
中
学
生
庭
球
大
会
出
場

1
0
年
以
上
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
労

■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ 一 一 一

学
童
野
球
稲
葉
ク
ラ
ブ
永
年
指
導

平
成
元
～
３
年
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

平
成
元
・
２
年
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

平
成
２
・
３
年
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

平
成
元
年
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

磨
成
２
年
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

が
成
３
年
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

心
一
成
２
年
台
湾
応
天
心
出
愚
レ
号
シ
）

太
平
洋
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
護
身
道
）

名｜

坂｜

信｜

　引

白
　
久
　
敏
　
也

川
　
村

大
久
保

小
　
目

橋
　
本

船

越

松

本

若

林

戸

田

吉

沢

島

田

昌
　
司

佳
　
克

英
　
之

恵
理
子

常
　
光

紀
　
子

京
　
子

幸
　
雄

久
美
子

計
　
二

渠生大

島井友

英--‥･-

男臣jl｀呑

出

井

人

垣

瓦

井

　
　
誠

ひ
と
み

智
　
于

玉
　
田
　
江
利
子

高
　
村

材

矢
　
野
　
博
　
美

田
　
原
　
俊
　
明

白

川

智
　
子

一
全
日
本
ク
レ
ー
射
撃
選
手
権
大
全

　
優
勝
、
平
成
元
～
３
年
国
体

　
第
４
回
全
国
中
学
生

　
　
　
　
　
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
３
位

平
成
元
・
３
年
国
体
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

平
成
元
年
国
体
（
陸
士

μ　μ

（
自
転
車
）

（
陸
士

平
成
２
年
国
体
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

　
　
　
″
　
　
（
ス
ケ
ー
上

　
　
　
″
　
　
（
ス
キ
士

平
成
３
年
国
体
（
漕
艇
）

lj　ll　j1　11　11

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

（
銃
剣
道
）

（
　
″
）

（
　
″
　
）

（
　
″
）

　
全
国
都
道
府
県
対
抗
さ
わ
や
か
杯

　
平
成
２
年
全
国
高
校
剣
道
大
全

偏
涵
回
全
国
中
学
校
水
泳
大
金

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
板
飛
込
み
）

一
平
成
元
～
３
年
関
東
中
学
水
泳
大

・
金
（
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
）

　
平
成
元
～
３
年
関
東
中
学
水
泳
大

　
金
玉
０
０
・
９
一
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
）

　
第
５
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
（
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
優
勝
）

第
７
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
全

　
　
　
　
〒
ｏ
ｏ
ｍ
背
泳
優
勝
）

平
成
２
年
県
下
中
学
総
合
体
育
大

会
（
陸
ト
８
０
０
ｍ
優
勝
）



世
界
か
ら
明
日
の
壬
生
町
を
考
え
る

第
一
次
海
外
行
政
視
察
団
９
名
が
、
」
西
欧
を
歴
訪

ア
ー
ル
ス
メ
イ
ア
中
央
生
花
市
場
前
で

　
福
島
助
役
を
団
長
と
す
る
第
一
次
壬
生
町
海
外
行
政
視
察

団
（
2
2
名
）
の
一
行
は
、
９
月
2
6
日
か
ら
１
０
月
５
日
ま
で
の

１
０
日
間
に
わ
た
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
を

視
察
し
、
見
聞
を
広
め
て
き
ま
し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
。

　
ド
イ
ツ
を
視
察
し
て

　
諸
外
国
の
歴
史
・
文
化
・
社
会
・

経
済
等
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
る

な
ど
町
民
の
国
際
的
な
感
覚
を
養
い
、

明
日
の
あ
た
ら
し
い
町
づ
く
り
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
年

度
か
ら
壬
生
町
海
外
行
政
視
察
団
を

派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
第
一
次
と
し
て
団
体
等
か
ら
推
薦

を
い
た
だ
い
た
方
々
と
、
参
加
を
希

望
さ
れ
た
3
2
名
の
中
か
ら
選
考
さ
れ

か
盲
名
の
合
計
２
２
名
の
視
察
団
が
、

９
月
２
６
日
か
ら
1
0
月
５
日
ま
で
の
1
0

日
間
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
を
視
察

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
特
に
世
界
最
大

の
花
市
場
と
い
わ
れ
る
ア
ー
ル
ス
メ

イ
ア
中
央
生
花
市
場
を
、
ミ
セ
ス
、

W

ペ
テ
ィ
・
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
に
説
明
を

い
た
だ
き
な
が
ら
視
察
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
？
…
…
場
の
敷
地
面
持
は

６
０
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
物
は
縦
８

０
０
メ
ー
ト
ル
、
横
６
０
０
メ
ー
ト

’
ル
と
い
う
想
像
以
上
の
大
き
な
建
物

で
、
１
日
２
０
０
０
台
の
ト
ラ
ッ
ク

が
出
入
り
し
、
市
場
占
有
率
は
全
オ

ラ
ン
ダ
の
４
３
％
で
、
生
花
・
鉢
植
え

等
の
８
０
％
が
輸
出
用
で
あ
り
、
輸
出

オ
ラ
ン
ダ
の
風
車

高
は
年
間
約
Ｑ
り
Ｏ
０
０
億
円
と
の
説

明
で
し
た
。

　
鍛
近
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
花
の
輸

入
が
多
い
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
か
ら
日
本
へ
の
輸
出
は
全
輸
出

景
の
僅
か
２
％
と
の
こ
と
で
す
。
こ

の
市
場
は
、
協
同
組
合
組
織
を
と
っ

て
お
り
組
合
員
数
は
約
１
ら
乙
Ｏ
Ｏ
名

と
い
う
こ
と
で
、
周
辺
の
農
村
に
は
、

大
き
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
温
室
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
今
も

少
し
残
っ
て
い
る
富
士
山
の
画
も
あ

っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
を
、
走
る
車
窓

か
ら
見
ま
し
た
が
、
こ
の
壁
の
破
片

は
約
３
０
０
円
で
売
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
特
に
ド
イ
ツ
で
は
、
ハ
イ
デ
ル
ブ

ル
グ
城
・
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
城
こ
Ｉ
ン
フ
ェ
ン
ブ
ル
グ
城
な

ど
の
城
を
見
学
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
中
で
も
ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
城
は
「
白
鳥
城
」
と
も
い
わ
れ

る
と
お
久
番
す
て
き
な
城
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
風
車
・

木
靴
工
場
・
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
家
・

ア
ン
ネ
の
家
・
国
立
博
物
館
な
ど
、

ま
だ
、
ド
イ
ツ
で
は
ヴ
こ
フ
ン
デ
ン
ブ

ル
ク
門
∵
ペ
ル
ガ
モ
ン
博
物
館
な
ど

の
ほ
か
ノ
内
国
の
各
都
市
な
ど
を
見

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
両
国
の
文
化

の
偉
人
さ
、
ま
た
道
路
・
街
並
・
公

園
な
ど
ど
れ
を
兄
て
も
す
ば
ら
し
い

も
の
ば
か
り
で
、
団
員
そ
れ
ぞ
れ
多

く
の
収
穫
の
あ
っ
た
視
察
が
出
来
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
は
、
副
団
長
さ
ん
、

３
人
の
班
長
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
所
期
の
目
的
を
達
成

し
、
無
事
に
帰
町
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
視
察
団
員
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
一
次
で
あ
る
今
回
の
海
外
行
政

視
察
に
、
私
た
ち
２
２
名
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
全
員
の
感

想
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
第
一
次
壬
生
町
海
外
行
政
視
察
団

　
　
　
　
　
団
　
長
　
福
島
　
勝
美

ノイシユヴフフンシユタイン奴
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Ｈ
月
３
日
、
政
府
か
ら
平
成
３
年

秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本

町
か
ら
は
佐
藤
三
郎
氏
（
城
内
）
、

楠
井
章
三
氏
（
仲
通
町
）
の
お
二
人

が
、
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
発
展

の
功
績
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
勲
瓦
等

双
光
旭
日
章
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

勲
五
等
双
光
旭
日
章

佐
藤
三
郎
氏
（
7
0
歳
）

　
本
丸
一
丁
目
７
番
2
7
号

　
氏
は
、
昭
和
４
２
年
県
議
会
議
員
に

初
当
選
さ
れ
、
途
中
昭
和
４
５
年
か
ら

壬
生
町
長
と
し
て
昭
和
５
３
年
ま
で
。

７
年
９
ヵ
月
に
わ
た
り
在
職
、
そ
の

問
、
「
緑
と
太
陽
の
学
園
都
市
」
構

想
の
も
と
県
内
初
の
医
科
大
学
誘
致

」
舞
…
…
五
等
瑞
宝
章
．

楡
井
章
三
氏
（
7
4
歳
）

　
通
町
８
番
2
1
号

　
氏
は
、
町
教
育
委
員
な
ど
を
経
て
、

昭
和
３
８
年
に
町
議
仝
議
員
に
当
選
以

来
６
年
８
ヵ
月
に
わ
た
り
在
職
、
そ

の
間
教
育
民
生
常
任
副
委
員
長
な
ど

に
成
功
、
昭
和
4
8
年
掲
協
医
科
大
学

の
開
学
に
続
き
、
翌
４
９
年
間
付
属
病

院
が
開
院
し
、
県
内
の
住
民
医
療
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
の
充
実
に
も
尽
力
さ

れ
、
壬
生
束
小
、
安
塚
小
の
校
舎
新

築
並
び
に
睦
小
学
校
を
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
昭
和
５
０
年
に
は
町
社
会
福
祉
協

を
歴
任
さ
れ
、
町
勢
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
5
7
年
に
は
壬
生
町
長

に
無
投
票
当
選
を
果
た
し
、
以
来
２

期
８
年
に
わ
た
り
町
政
の
最
高
責
任

者
と
し
て
、
特
に
学
校
教
育
施
設
の

整
備
充
実
を
図
り
、
県
内
屈
指
の
教

育
施
設
を
完
成
す
る
と
と
も
に
、
永

年
の
懸
案
で
あ
っ
た
中
央
公
民
館
、

成合図
　｀併書

本30信
町周　｀
の年歴
芸の史
術記民
　｀念俗
文事資
化業料
の　と　信
拠　し　を
点　て　町
と完村

し
て
町
民
文
化
の
向
上
に
限
り
な
い

貢
献
を
さ
れ
、
滋
賀
県
水
口
町
と
の

姉
妹
都
市
盟
約
も
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
行
政
改
革
に
つ
い
て

も
、
昭
和
６
３
年
、
県
内
初
の
部
制
導

入
を
図
る
な
ど
効
率
的
な
行
政
を
推

進
さ
れ
、
明
る
く
住
み
良
い
豊
か
な

町
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
を
設
立
、
初
代
会
長
と
し
て
社

会
福
祉
の
促
進
を
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
町
総
合
運
動
場
、
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
な
ど
、

今
日
の
町
隆
盛
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
、

昭
和
５
４
年
か
ら
は
再
び
県
議
を
２
期

務
め
ら
れ
て
、
衛
生
民
生
委
員
長
、

交
通
対
策
調
査
特
別
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
次
海
外
行
政
視
察
団
員
名
（
２
２
名
）

// // // // /7 // // // // // // // // // // //

団

員
// //
班

長

副
団
長

団

長

山
川

進

福
田

利
枝

宵
川

幸
子

樋
口

洋
子

根
本

夕
ネ

石
村

秀
抜

人

見

イ

ノ｀ゝ

菱
田

素
子

細
井
忠
一
郎

高
山

文
雄

中
田

清

渡
辺

友
彦

高
田

知
巳

坂
本

光
生

渠
島

安
男

坂
田
佐
－
郎

松
井

晴
夫

中
村

朋
子

橋
本

栄
一

人
見

武

人

山

章
一

福
島

勝
美

負
傷

町

指

名

μ μ μ μ

公

募

μ

婦
人
団
体
推
薦

μ μ μ μ

公

募

青
年
団
体

推
薦

消

防

団

推

薦

農
業
委
員
会
推
薦

議

会

推

薦

婦
人
団
体
推
薦

公

募

教

育
委
員
会

推
薦

議

会

推

薦

町

指

名

沓
§

蓉

町

職

員

学

生

μ

会

社

員

μ

無

職

女

性

Ｄ
Ｃ

全

長

消
費
者
友
の
全
長

μ

農

業

μ

公

務

員

無

職

青

年

団

員

消

防

団

長

農

業

委

員

総
務
前
任
委
員
長

農

協

婦
人

部

長

全

社

員

教
育
委
員

長
代
理

議

仝

副

議

長

助

役

五

業
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田中耳之肋さん(国谷三)の力強い選手宣誓

矩火ガムードを盛り上げました

　
第
一
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
苛
察
が
総
合
運
動
場
に
お
い
て
1
0

月
2
0
日
、
町
内
自
治
会
5
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
に
１
度
行
わ
れ
て
き
た
「
町
民
体
育
察
」
は
、
今
回

か
ら
バ
ノ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
匹
７
と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
か
わ

り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
ご
家
族
い
つ
し
よ
に
楽
し
く
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
種
目
の
内
容
も
変
え
、
よ
り
親

し
み
や
す
い
体
育
察
と
し
ま
し
た
。

　
午
前
８
時
2
0
分
、
国
谷
三
を
先
頭
に
5
8
自
治
会
の
選
手
団

の
入
場
行
進
が
行
わ
れ
、
大
会
の
幕
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
各
競
技
と
も
熱
の
こ
も
つ
た
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
、
自

治
会
の
選
手
の
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
応
援
団
の
み
な
さ
ん
も

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
宇
女
商
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ガ

華
麗
な
演
技
を
披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
終
始
和
や
か
に
進
め
ら
れ
た
競
技
の
結
果
、
上
稲
葉
チ
ー

乙
ガ
優
勝
し
、
壬
生
下
馬
木
チ
ー
ム
が
僅
か
１
点
差
で
前
回

の
町
民
体
育
察
に
続
き
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
３

位
に
六
美
南
部
第
二
馬
場
チ
ー
乙
が
入
り
ま
し
た
。

W

W

カゴに向かつていち、にーのさん朧を落として、力いっぱいソレ引けヤレ引け

成
績
表
（
・
～
器
杏
）

｜



晴れの表彰台で

足並みそろえてヨーイ・ドン／

ふたり　なかよく

I 日 日 | |

ファミ

モリフフガツテマス／　応援席の百面相

１
等
賞

２
等
賞

３
等
賞

４
等
賞

後
藤
由
布
子
（
舟
　
町
）

川
島
　
敬
司
（
本
丸
二

黒
後
　
真
理
（
安
塚
南
）

工
藤
茂
剛
（
西
高
野
）

入場行進も見事に決まりました

ウ
ル
ト
ラ
グ
イ
ズ

　
　
　
上
位
入
賞
者

ウルトラクイズの優勝は、壬生小

２年生の後藤由布子ちゃんに
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老齢基礎年金を受けるためには、この間最低25年以上

の保険料を納めること（保険料免除期間及びカラ期間

を舎む）が必要です。

40年間納めて満額の年金額となりますが、それ以上納

めても年金額は増えません。
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衿門言号昌‾

保険料納付方法
ご自分で納めます

●定額保険料

　平成３年４月から月額9,000円

　（平成３年３月まで月額8,400円）

　※前納（１年分まとめて支払う）すると保険料

　　は割引かれます。

●付加保険料

　１ヵ月400円

厚生年金、共済組合の保険料を納め

ますので、さらに国民年金保険料を

納める必要はありません。

国民年金保険料は納める必要はあり

ません。夫の加入している年金制度

がまとめて負担します。

広幸11

゛

み

り
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　　　　　gり

免除制度があります。ご相談ください。免除の手続きを

しておきますと、年金を受ける権利が保障されます。

ただし、免除を受けた期間の年金額は、通常の寺となり

ます。

免除には次の二つがあります。

法定免除

①生活保護法による生活扶助を

　　受けている方。

②障害基礎年金または被用者年

　　金の障害年金（１級・２級）

　　の受給者の方など。

申請免除

①所得の少ない方や病気やケガ

　　などで経済的にお困りの方。

②保険料を納付することが著し

　　く困難であると認められる方。

③学生であり親元に扶養されて

　　いる方で親元め収入が一定基

　　準以下の方。ｊ

免除をうけた期間の保険料は、過去110年以内ならさかの

ぼって納められます。

納めれば年金額は通常に戻ります。　i･

免除はうけられません。納付が困難なときは国民年金を

やめる手続きをし、納付にゆとりができたときに再加入

していただくことになります。
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第1号被保険者
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二

　年金は､その時になってからでは間に合いません1

今日は､あなたの年金について考えてみましょう。

　何か問題があった方は､今すぐ手をうちましょう。

自営業の人はもちろん、サラリーマンやその奥さんも

国民年金の加入者となります。

このようなしくみになっています

厚一生こ

年　金

゛.、））S♂%%%占%%♂
共　済

1･

年　金

国　民
年　金

国　民
年　金
国　民
年　金
国　民
年　金

一白営業者－･ -サラリーマン→
サラリー
゛マンの妻゛

※厚生年金、共済年･金は上乗せして支給されます。

・日本国内に住む60歳以上65歳未満の人

・海外に住む20歳以上65歳未満の日本国民

・老齢(退職)年金の受給権者

　※20歳以上の昼間部の学生は平成3j年

　　４月から強制加入になりました

　　y一1-　　X/･゛‘'為　　　／高声･c､....-‾'‾｀-、－、

z゛十．¬_が･ぃ.y　　ﾄ『に……T7'2ぞly予知融
………tﾊﾞ………3y31“y¨.ヌ.1ご:｀　　XごＪ ゛ '………利 の;;j_J5

　心/

,/7

…59歳までに、保険料を納付していない期間が

あるような人には、60歳からの任意加入をおす

すめします。

加入する人は３つのグループに分けられます

・農業、漁業、商業

　などの自営業の人

・自由業、無職の人

・上記の人の奥さん

・サラリーマンやＯ

　Ｌ

・船員

　厚生年金や共済組

　合の加入者

Tｍ屠牛

・サラリーマンの奥

　さん

　夫の扶養になって

　いる人

第３号被保険者

　　　　ＱへＭ
　　　　　□

　　ノタ’心　j?？ごﾆし72､ja
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壬
生
町
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
（
７
月
６
日
、
石
生
中

央
公
民
館
）
の
席
ト
、
４
人
の
中
学
生
が
体
験
発
表
を
し
ま

し
た
。
青
少
年
が
問
題
に
直
面
し
、
考
え
、
行
動
し
た
姿
が

生
き
牛
き
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
４
人
目
の
壬
生
中
学
校
３
年
、
神
長
享
次
さ
ん

の
体
験
発
衣
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
壬
生
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
神
長
　
享
次

「
交
通
違
反
を

　
　
な
く
す
た
め
に
」

　
こ
の
栃
木
県
で
は
交
通
事
故
の
死

亡
者
が
多
く
、
交
通
事
故
非
常
乍
態

宣
旨
が
出
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
事
故
の
数
は
宣
片
が
出

さ
れ
る
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

新
聞
な
ど
で
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
事
故
の
す
さ
ま

じ
さ
が
っ
た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
に
か
し
て
事
故
を
減
ら
す
こ
と
は

出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
ま
で
の
死
亡
事
故
の
原
因
で
Ｉ

番
多
か
っ
な
の
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

の
他
に
も
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、

居
眠
り
運
転
、
わ
き
見
運
転
、
飲
酒

連
転
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
車
対
車
、

車
対
人
の
ど
れ
を
取
っ
て
も
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
い
れ
ば
命
を
な
く
さ
ず

に
す
ん
だ
も
の
で
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
交
通
事
故
を

減
ら
す
と
い
う
こ
と
に
っ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
事

故
に
会
っ
て
み
な
い
と
交
通
規
則
の

大
切
さ
が
わ
か
ら
な
い
人
が
多
い
よ

う
な
の
で
す
。

　
先
日
壬
生
中
学
校
で
は
、
事
故
の

恐
ろ
し
さ
、
そ
し
て
命
の
大
切
さ
を

再
確
認
す
る
た
め
に
、
全
佼
生
徒
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
「
果
て
し
な
い
交
通
戦
争
」
と
い
う

映
画
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
事
故

の
む
ご
さ
、
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
と
て
も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
で

し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
即
死
し
た
人
や
顔
面

挫
傷
で
苫
し
ん
で
い
る
人
な
ど
今
ま

で
に
見
た
こ
と
も
な
い
シ
ー
ン
が
次

々
に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
ら
ず
に
オ
ー
ト
バ
イ
に

乗
っ
て
い
て
ト
ラ
ッ
ク
に
ぶ
っ
か
っ

た
人
は
、
‐
‐
石
月
も
入
院
し
て
い
て

な
か
な
か
起
き
ト
が
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ど
れ
も
こ
れ
も
信
じ
ら
れ
な
い

映
像
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
作
り
話
で
は
な
く
本
当
に
起
こ
っ

て
い
る
事
な
の
だ
。
そ
う
思
う
と
、

画
面
を
正
視
す
る
灘
が
出
米
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
し
て
自
分
達
の
交
通
安

今
に
対
す
る
考
え
の
甘
さ
を
改
め
て

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
服
・
だ
け
で
な
く
毎
日
私
達
の
栗
っ

て
い
る
自
転
車
に
も
同
じ
事
が
言
え

る
と
思
い
ま
す
。
頭
で
は
「
し
て
は

い
け
な
い
」
と
知
っ
て
い
て
も
、
「
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘
い

心
で
違
反
を
犯
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
朝
、

寝
ぼ
う
し
て
急
い
で
家
を
飛
び
出
し

斜
め
横
断
を
し
よ
う
と
し
て
車
に
ひ

か
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、
裏
道
だ
か

ら
と
い
っ
て
二
列
で
走
り
車
の
迷
惑

に
な
っ
た
り
し
た
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
現
実
に
千
生
中
で
は
、
自
転
車

で
の
登
佼
の
時
、
充
分
に
確
認
を
せ

ず
に
道
跡
に
出
て
し
ま
い
自
動
車
と

ぶ
っ
か
っ
て
し
ま
っ
た
生
徒
が
一
年

四ユ
〃

W

ス
ポ
ー
ツ

０
町

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

　
　
　
ザ
・
ゲ
ー
ム

②
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ

　
ザ
・
ス
テ
ッ
ク

　
　
　
．
ｙ

問
に
何
人
か
い
ま
す
。
ぶ
っ
か
っ
た

自
転
車
は
グ
ュ
ャ
グ
ュ
ャ
に
な
っ
て

し
ま
い
も
う
走
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
す
。

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
に
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
私
達
が

出
来
る
参
は
、
や
は
り
、
一
人
一
入

が
考
え
を
改
め
違
反
を
な
く
す
事
で

す
。
交
通
規
則
が
私
達
を
守
る
物
で

あ
る
と
い
う
自
覚
出
来
れ
ば
、
違
反

を
す
る
人
が
い
て
も
、
注
意
し
合
え

る
と
思
い
ま
す
。
毎
日
い
そ
が
ず
に

ゆ
と
り
を
待
っ
て
行
動
す
る
よ
う
心

が
け
た
い
で
す
。
そ
し
て
自
動
車
に

乗
る
人
に
も
交
通
規
則
は
ぜ
っ
た
い

守
っ
て
も
ら
っ
て
事
故
を
減
ら
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
競
技
は
Ｉ
チ
ー
ム
1
0
人
で
構

成
し
、
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
の
８
人
が

１
人
ｌ
ｍ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
２
本
を
も

っ
て
横
１
列
に
並
び
、
ス
テ
ィ
ヴ
ク

を
待
っ
て
い
な
い
２
人
は
列
の
万
端

に
つ
き
ま
す
。

　
　
「
セ
ー
メ
」
の
掛
け
声
を
か
け
、

　
「
ト
ン
、
ト
ン
」
と
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

２
回
打
ち
つ
け
た
ら
２
本
の
ス
テ
ィ

ッ
ク
を
８
人
同
時
に
「
パ
ッ
／
・
」
と

離
し
、
素
早
く
右
へ
移
勤
し
て
右
隣

の
人
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
２
本
を
キ
ヤ
ッ
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食事と健康奸
　
風
邪
と
食
事

　
風
邪
に
効
く
食
品
が
特
別
に
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

シ
ョ
ウ
ガ
や
于
づ
Ｉ
ク
、
ネ
ギ
な
ど

の
香
辛
料
（
薬
味
）
を
積
極
的
に
摂

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
血
行
を
よ
く
し
、

ま
ず
体
を
温
め
ま
す
（
予
め
、
お
椀

の
中
に
シ
ョ
ウ
ガ
を
少
量
す
り
お
ろ

し
て
お
い
た
熟
い
ネ
ギ
人
り
み
そ
汁

は
、
と
て
も
体
が
温
ま
り
ま
古
。
そ

れ
か
ら
、
卵
酒
の
よ
う
に
適
量
の
ア

ル
コ
ー
ル
分
も
効
果
が
あ
り
ま
す
ね
。

み
　
ま
た
ヽ
風
邪
の
時
に
消
耗
の
は
げ

報
し
い
ビ
タ
ミ
ン
政
や
ビ
タ
ミ
ン
ｃ
、

尨
さ
ら
に
細
菌
に
対
し
て
抵
抗
力
を
つ

皿
　
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
良
質
タ
ン
パ
ク

皿
質
も
と
り
い
れ
ま
し
ょ
う
。

目 | 目 | | |
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◆
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
を
多
く
含
む
食
品

　
…
…
は
い
が
米
、
豚
肉

◆
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含
む
食
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゝ

　
…
…
緑
黄
色
野
菜
、
果
実
、
芋
類

◆
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
多
く
含
む
食
品

　
…
…
緑
黄
色
野
菜
、
果
実

◆
良
質
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
含
む
食

　
品
…
…
　
卵
、
牛
乳
、
と
う
ふ
、

　
脂
肪
の
少
な
い
肉
魚

－
－
－
そ
し
て
、
胃
腸
を
こ
わ
し
や

す
い
の
で
右
記
の
よ
う
な
食
品
を
柔

ら
か
く
煮
込
ん
で
消
化
の
よ
い
形
で

い
た
だ
き
ま
す
。
ぼ
い
も
の
や
脂
っ

こ
い
も
の
は
も
っ
て
の
は
か
で
す
ね
。

　
の
ど
か
痛
い
時
は
、
ゼ
リ
ー
や
煮

こ
ご
り
、
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け

た
汁
物
や
あ
ん
か
け
料
坪
な
ど
、
の

ど
ご
し
万
よ
い
も
の
が
よ
く
、
酸
味

や
辛
味
の
強
い
も
の
は
の
ど
を
剰
激

し
て
つ
ら
い
も
の
で
す
。
熟
の
あ
る

時
は
、
水
分
を
多
め
に
と
る
こ
と
も

心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
風
邪
を
ひ
く
と
、
体
は
だ
る
く
食

欲
も
な
く
な
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ

芦
へ
ら
れ
る
も
の
を
と
っ
て
栄
養
補

給
し
ま
し
ょ
う
。
風
邪
は
万
病
の
も

と
と
い
い
ま
す
か
ら
、
‥
｝
Ｅ
・
く
直
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

恕尨鮑し
趾型七色

お年寄りや

　　　障害者と税

　
お
年
寄
り
や
心
身
に
障
害
の
あ
る

方
に
対
し
て
は
、
税
金
の
面
で
い
ろ

い
ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
本
人
が

　
　
受
け
ら
れ
る
特
典

①
老
年
者
控
除

　
年
齢
が
６
５
歳
以
Ｌ
の
方
で
、
所
得

全
額
が
１
０
０
０
万
円
以
上
の
場
合

は
、
所
得
税
を
計
算
す
る
際
に
所
得

控
除
と
し
て
、
５
０
万
円
を
所
得
金
額

か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
控
除

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
や
恩
給
は
雑
所
得
と
し
て
諦

視
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
雑
所
得

の
金
額
は
、
公
的
年
金
の
収
入
金
額

か
ら
公
的
年
金
等
控
除
額
を
差
し
引

い
て
計
算
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
が
６
５
歳
以
Ｌ
」
の
方
は

　
　
　
　
　
　
｝

チ
し
ま
す
。
こ
の
時
点
か
ら
カ
ウ
ン

ト
を
開
始
し
ま
す
。
右
端
の
人
は
遠

や
か
に
が
端
へ
移
動
し
、
カ
ウ
ン
ト

は
全
員
が
右
へ
移
動
す
る
ご
と
に
行

い
、
１
人
で
も
キ
ャ
ッ
チ
ミ
ス
か
あ

れ
ば
そ
の
時
点
で
終
ｒ
と
な
り
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
回
数
は
３
回
ま
で

と
し
、
そ
の
中
の
最
高
記
録
が
チ
ー

ム
の
記
録
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
の
並
び

６
５
歳
未
満
の
方
よ
り
、
そ
の
控
除
額

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い

方
が
受
け
ら
れ
る
特
典

る

　
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象

と
な
る
親
族
が
、
7
0
歳
以
上
の
お
年

寄
り
で
あ
る
と
き
は
、
配
偶
者
控
除

や
扶
養
控
除
と
し
て
Ｉ
人
当
た
り
３
５

万
円
に
代
え
て
４
５
万
円
を
所
得
金
額

か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
出
米
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
者
や
そ
の
配
偶
者
の

父
母
や
祖
父
母
（
老
親
等
）
と
同
居

し
て
い
る
と
き
の
扶
養
控
除
は
、
更

に
１
０
万
円
を
加
算
し
た
５
５
万
円
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
方

　
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
典

①
所
得
税
の
障
害
者
控
除

変
え
が
認
め
ら
れ
、
３
回
の
チ
ヤ
レ

ン
ジ
の
休
憩
タ
イ
ム
は
３
０
秒
以
内
と

し
ま
す
。

　
実
施
場
所
は
、
地
面
や
床
な
ど
あ

る
程
度
堅
く
平
担
な
所
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
用
具
は
、
町
総
合
運
動
場
に
あ
り

ま
す
の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
町
教
育
委
員
仝
社

仝
休
育
課
（
�
�
９
｀
り
０
４
５
）
へ
。

　
納
税
者
本
人
が
心
身
に
一
定
の
障

害
の
あ
る
と
き
は
、
障
害
者
控
除
と

し
て
嗣
力
円
（
特
別
障
害
者
は
３
５
万

円
）
を
所
得
全
額
か
ら
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
相
続
税
の
障
害
者
控
除

　
相
続
人
が
心
身
に
障
害
の
あ
る
と

き
は
、
７
０
歳
に
達
す
る
ま
で
の
年
数

１
年
に
つ
き
６
万
円
（
特
別
障
古
老

の
と
き
は
1
2
万
円
）
が
障
実
者
控
除

と
し
て
相
続
税
額
か
ら
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
栃
木
税
務
署

　
（
�
�
０
８
８
５
）
ま
た
は
栃
木
税

務
相
談
室
（
四
�
７
9

3

L
r
t
）
　
へ
。
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尺
八
を
吹
い
て
5
0
年

　
【
若
い
頃
、
東
京
芝
の
増
王
寺
で

聞
か
れ
た
尺
ハ
の
発
表
会
は
、
た
い

　
　
　
　
　
　
　
】

へ
ん
感
動
的
で
、
今
で
も
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
ご
と
話
す
義
春
さ
ん
は
、

尺
八
歴
５
０
年
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
を
お

待
ち
で
、
県
の
芸
術
祭
な
ど
で
も
見

今
の
ま
ま
、
か
わ
い
く
大
き
く
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
｝

あ達者

　カッフj

⑩国谷三

　
喘
ち
ゃ
ん
（
３
歳
、
長
女
）

　
　
（
父
）
駒
　
場
　
典
　
男
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
清
　
子
さ
ん

あ
借
さ
ん
か
Ｓ
一
重

（
上
表
町
）

綾
子
ち
ゃ
ん
（
３
歳
、
３
女
）

｜

士　義春さん(73)゜葉キヨさん(68)夫妻

ﾖ鮭
岡

春
ス
ケ
ッ
チ
⑧

　莉:｡万｀:一万:万２人で旅行したい

　　　　　　　　台坪　小谷野直子さん

　友達とは巳めたスイミングで､最近､背泳ぎをマス

ターした直子さん。今、チャレンジ中の着付、手編

み、そして仕事とこちらの方も波に乗っています。

　「おっとりして､のんびりやさん」という彼女は、

プロ野球のヤクルトフアン。「肢山選手の思いきり

のよさが好き」だそうで、「一度、母と２人きりで

旅行したい」という、やさしいお嬢さんです。
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や
さ
し
く
、
自
立
で
き
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
ミ
ヨ
子
さ
ん

あ
Ｉ
さ
ん
か
ら
・
言

（
安
塚
中
央
）

（
父
）
三
　
上

仁
さ
ん
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喜
び
の
大
島
さ
ん
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県大会で準優勝
　町女性ドライバークラブの大島丈さん

　第12回栃木県女性ドライバー安全運転競技大

全が９月29日、県運転免許センターで行われま

したが、四輪の部（ＭＴ）に出場した木町の大

島　史さん（土蔵町）は、見事２位に入り準優

勝に輝きました。

　この大会は、女性ドライバーが安全運転の競

技を通し、会員の親睦と交流を深めながら、運

転技術の向上と交通ルールの知識を更に高めあ

い、交通安全意識の啓発、交通事故防止の寄与

を目的に実施しており、今年は本町から４名（大

島　丈さん、二瓶美恵子さん､石村セツ子さん、

三上初江さん）が栃木地区代表で出場しました。

壬生中学校１年

　　稲葉　理恵

　
　
　
　
　
　
作

事
な
音
色
を
松
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ョ
さ
ん
の
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
近
所
の
お
友
達
と
い

っ
し
ょ
に
楽
し
ま
れ
で
い
ま
す
。

　
お
二
人
の
ご
結
婚
は
昭
和
２
２
年
、

義
春
さ
ん
が
キ
ョ
さ
ん
宅
に
、
「
自
転

車
の
空
気
入
れ
を
借
り
に
寄
っ
た
１
０

心
が
縁
だ
っ
た
そ
う
で
、
今
年
め
で

た
く
４
４
年
め
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
二
人
は
「
年
に
1
5
回
く
ら

い
は
出
か
け
る
」
と
い
う
旅
行
好
き

で
、
海
外
へ
も
７
回
ほ
ど
行
っ
て
き

ま
し
た
。
「
タ
イ
や
ヤ
レ
ー
シ
ア
に
も

行
き
ま
し
た
が
、
日
本
の
良
さ
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
ね
い
と
キ
ョ
さ
ん
。

　
義
春
さ
ん
は
軍
隊
の
経
験
も
お
有

リ
で
、
支
那
事
変
以
来
1
0
年
間
、
大

二
次
大
戦
中
も
中
国
大
陸
で
生
活
、

タ
イ
で
終
戦
を
迎
え
た
後
、
抑
留
生

活
を
経
て
昭
和
2
1
年
、
無
事
、
復
員

さ
れ
ま
し
た
。
「
夜
、
黄
河
を
舟
で

渡
る
敵
前
渡
河
作
戦
で
、
水
の
中
に

５
時
間
待
機
し
て
い
た
時
の
寒
さ
は

忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

　
　
「
結
婚
し
て
か
ら
無
我
夢
中
で
や

っ
た
」
と
い
う
農
業
は
、
長
男
夫
婦

に
任
せ
ま
し
た
が
、
農
繁
期
に
は
か

ん
ぴ
ょ
う
千
し
な
ど
を
手
伝
い
ま
す
。

　
３
人
の
7
‐
ど
も
と
７
人
の
お
孫
さ

ん
に
恵
ま
れ
た
、
お
二
人
の
元
気
な

秘
訣
は
、
健
康
器
具
を
長
年
使
用
し

て
い
る
こ
と
だ
そ
う
で
、
お
酒
は
、

　
「
尺
ハ
を
吹
く
の
で
晩
酌
も
や
り
ま

せ
ん
Ｊ
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

｢身近な風景｣

壬生中学校２年

戸田善久

脆
◎
⑩
圧



広幸SIみ

s,SこIII開|||Ⅲ|間|目川開田|目1141目|田|ldllllllrll」

公
共
事
業
の
代
替
地

　
　
捉
倶
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
栃
木
県
及
び
壬
生
町
で
は
、
町
内

に
お
け
る
公
共
事
業
の
増
加
に
伴
い
、

。
「
住
居
等
を
移
転
す
る
た
め
の
代
替

地
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
事
業
の
円
滑
な
推
進
の
た
め

代
替
地
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
代
替
用
地
に
関
す
る
税
制

面
の
優
遇
措
置
な
ど
に
つ
い
て
の
お

・
問
合
せ
及
び
ご
連
絡
は
、
役
場
建
設

課
用
地
係
（
？
四
１
９
必
９
Ｊ
４
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
２
年
度
中
に
、
全
国
で
救
急

車
の
出
動
し
た
件
数
は
約
２
７
６
万

作
、
救
急
車
で
運
ば
れ
た
人
は
約
２

７
０
万
人
に
Ｌ
り
ま
す
。
こ
れ
を
１

日
平
均
に
す
る
と
約
７
、
５
７
５
件
、

杓
サ
４
秒
に
！
回
の
割
で
救
急
車

が
出
動
し
、
国
民
の
約
４
６
人
に
１
人

が
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
自
宅
か
ら
通
報
す
る
場
合
は
、
電

話
を
１
・
１
・
９
と
回
し
て
か
ら
、

落
ち
着
い
て
話
す
こ
と
を
心
が
け
ま

し
よ
う
。
ま
た
、
外
出
先
で
火
事
や

交
通
事
故
な
ど
に
、
遭
っ
た
場
合
は

近
く
の
公
衆
電
話
か
ら
１
１
９
番
を

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
、
電
話
の
種
類
に
よ
り
通
報

の
仕
方
が
違
う
の
で
注
意
く
だ
さ
い

○
赤
・
ピ
ン
ク
電
話

　
店
の
人
に
．
ｙ
‥
っ
て
カ
ギ
を
使
っ
て

切
り
替
え
て
も
ら
い
、
１
・
１
・
９

を
回
し
通
報
し
ま
す
。

○
緊
急
通
報
装
置
付
き
電
話

　
電
話
ボ
ッ
ク
ス
内
の
緊
急
通
報
装

置
（
１
１
９
、
Ｉ
１
０
番
）
の
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
通
報
し
ま
す
。
普

通
に
お
金
を
入
れ
て
か
け
て
も
通
じ
、

通
話
料
は
後
で
戻
っ
て
き
ま
す
。

○
緊
急
通
報
用
ボ
タ
ン
付
き
電
話

　
ボ
タ
ン
を
押
し
て
か
ら
Ｉ
１
９
番

を
回
し
ま
す
。
カ
ー
ド
を
使
用
し
て

も
Ｏ
Ｋ
。
後
で
通
話
料
が
戻
り
ま
す
。

○
携
帯
用
・
自
動
車
用
電
話

　
移
動
し
な
が
ら
の
緊
急
通
報
は
、

的
確
な
場
所
や
目
標
物
が
わ
か
ら
な

く
な
っ
た
り
、
別
の
離
れ
た
消
防
本

部
に
接
続
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
近
く
の
適
当
な
場
所
に
車
を

止
め
て
電
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

W

言言
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
短
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
Ｔ

口
暮
る
れ
ば
皆
帰
り
く
る
安
心
の

あ
り
て
一
人
の
時
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
疋
敏

倒
伏
の
稲
を
起
せ
ば
ぞ
っ
く
り
と

穂
先
は
白
き
芽
を
出
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
八

草
を
引
く
わ
れ
に
ま
っ
わ
る
秋
の
蝶

誰
が
魂
な
ら
ん
つ
き
て
離
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
川
小
千
代

づ
不
仕
掛
の
人
形
の
ご
と
‐
‐
輪
車
を

乗
り
回
し
い
る
児
ら
の
暗
し
き

　
　
俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

畦
道
に
描
が
描
待
つ
お
ぼ
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
美

こ
お
ろ
ぎ
や
農
具
に
日
付
夫
残
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
文
二

秋
晴
れ
や
バ
ス
待
つ
手
話
の
娘
が

二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ッ
ヤ

初
な
り
の
奇
形
ト
マ
ト
が
膳
に
の
り

／
１
１
・
Ｉ
『
・
・
・
―
…
…
…
…
　
Ｉ
ｊ
Ｉ
～
”
・
ぐ

訪問看護制度を

ご利用ください

　現在、昭では３名の看護婦さんにより、訪問看護

を行っています。

　仕事の内容は、退院直後の方や長く病気で寝てい

る方に対する家庭での介護のしがた（身体の動かし

方、床づれの手当、食事の与え方、満満の保持、機

能訓練など）の相談や指導です。

　　「介護のこつに関して直接指導を受けたので、体

位交換やシーツ交換が楽にできるようになった」と

いう声も聞かれます。

　家庭看護でお困りの方は、ぜひご相談ください。

　お問合せは、役場保健課（�82－1234）へ。
-

W
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加

　
第
７
回
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ
ー
大
会
　
　
の
鈴
水
利
寿
選
手
が
輝
き
ま
し
た
。

が
総
合
運
動
場
に
お
い
て
、
1
0
月
４
　
　
☆
ナ
イ
タ
ー
結
果

日
か
ら
1
7
日
ま
で
の
８
日
間
に
わ
た
　
　
優
　
勝
　
ご
Ｉ
い
ん
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
イ
レ
ブ
ン
は
２
６
チ

ー
ム
、
夜
間
照
明
に
映
し
出
さ
れ
た

皿
　
コ
ー
ト
の
中
で
熱
戦
を
展
開
し
、
ご

ー
－－－－
ｉ皿
　

－
い
ん
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
・
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
チ
ー

ーーー―
－
皿
　
ム
が
優
勝
、
得
点
王
に
は
壬
生
Ｆ
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

準
優
勝
　
壬
生
Ｆ
Ｃ

第
３
位
　
Ｆ
Ｃ
デ
ペ
ッ
ツ

☆
得
点
王

　
　
鈴
水
利
寿
選
手
（
壬
生
Ｆ
Ｃ
）

　
秋
季
学
童
野
球
大
会
が
、
1
0
月
５

日
か
ら
町
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、

1
0
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
く
り

広
げ
た
結
果
、
投
打
に
優
る
睦
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
が
決
勝
戦
で
壬
生
レ
ッ
ド

に
サ
ョ
ナ
ラ
勝
ち
し
、
全
試
合
を
す

べ
て
完
封
勝
ち
と
い
う
好
成
績
で
、

見
事
、
初
優
勝
を
飾
リ
ま
し
た
。

(10/13)

“設立10周年記念式典"を挙行

神仏習合の祭礼（11/3）

｀W

明治の神仏分離がなされる以前の姿が、今

も残る県内でも珍しい北小林神社の例祭が、

11月３日行われました。

睦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
洵

　
　
’
、
。
；
″
ｒ
　
：
‘
；
に
円

　
　
　
ス
ポ
レ
ク
大
会
０

「
人
が
好
き
、
睦
が
好
き

　
遊
び
心
が
未
来
を
ひ
ら
く
」
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人
権
の
共
存
・
：
幸
せ
に
生
き
た
い

み
　
人
権
と
は
、
人
間
が
人
と
し
て
本

報
米
も
っ
て
い
る
権
利
で
、
す
べ
て
万

広
人
が
等
し
く
幸
せ
な
生
活
を
営
む
か

め
の
基
本
的
な
権
利
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
幸
偏
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
し
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自

分
の
人
権
ば
か
り
を
主
張
す
る
の
で

は
な
く
、
他
人
の
人
権
を
推
服
し
、

お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
、

こ
の
権
利
を
か
っ
て
や
き
ま
ま
と
ま

ち
が
え
て
、
他
人
の
立
場
を
考
え
る

こ
と
か
く
、
自
分
の
権
利
だ
け
主
張

し
た
り
、
か
っ
て
な
行
動
を
し
た
り

す
る
人
が
い
る
た
め
、
他
人
の
人
権

が
侵
さ
れ
る
事
件
が
お
き
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
お
互
い
に
思
い
や
り

の
精
神
を
忘
れ
ず
人
権
を
推
垂
し
あ

っ
て
、
毎
日
を
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
。

き
た
い
も
の
で
す
。

　
「
差
別
」
と
「
区
別
」

人
権
侵
害
問
題
を
考
え
る
と
き
、

「
差
別
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、

し
っ
か
り
押
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
差
別
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
「
差
別
」
と
「
区
別
」
と
の
違

い
を
念
頭
に
い
れ
て
、
考
え
て
み
た

●
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

●
い
じ
め
・
体
罰
の
根
を
絶
と
う

●
人
権
の
共
存

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

●
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

●
障
害
者
の
安
全
参
加
と

　
　
　
　
平
等
を
実
現
し
よ
う

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
十
人
ト
色
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
個
性

や
能
力
を
侍
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
し
っ
か
り
と
み
き
わ
め
る
こ
と
は

　
「
区
別
」
で
す
。

　
例
え
ば
、
子
ど
も
の
教
育
に
お
い

て
、
そ
の
子
の
持
つ
力
を
正
し
く
見

つ
け
出
し
、
適
し
た
道
を
歩
ま
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

お
い
て
も
、
そ
の
人
の
通
性
に
応
じ

て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
大
切
な
こ

と
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
区
別
」
と
は
、

そ
の
も
の
を
通
切
に
位
置
づ
け
、
個

回
０
９
相
即
起
請
演
合
一

　
　
の
お
知
ら
せ

期
日
　
１
２
月
５
目
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
３
０
分

性
を
開
花
さ
せ
る
た
め
に
大
切
な
こ
　
　
会
場

と
な
の
で
す
。
し
か
し
、
社
会
の
中

に
お
い
て
は
往
々
に
し
て
、
「
区
別
」

が
「
差
別
」
に
っ
な
が
っ
て
し
ま
う
　
　
演
題

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
で
は
「
差
別
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
「
差
別
」
と
は
、

本
人
の
適
性
や
能
力
と
は
直
接
関
係
　
　
講
師

の
な
い
こ
と
で
、
そ
の
人
の
人
権
を

無
視
し
た
扱
い
を
す
る
こ
と
で
す
。

・
例
え
ば
、
就
職
の
時
、
出
身
地
と

か
親
の
職
業
と
か
い
う
こ
と
で
採
用

を
拒
否
さ
れ
た
り
、
人
を
評
価
す
る

と
き
、
学
校
の
成
績
と
か
職
業
と
か

が
、
人
間
の
す
べ
て
で
あ
る
よ
う
に

亨
に
た
り
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
個
人
の
能
力
や
、
人
間
と
し
て
の

価
値
は
、
親
や
親
類
と
か
出
身
地
と

は
関
孫
の
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
学

歴
と
か
職
業
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

　
　
「
差
別
」
は
、
人
権
を
無
視
し
て
、

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

苧
都
営
市
本
町
１
番
８
号
）

　
「
在
日
」
を
知
ら
し
め
る
こ

と
に
関
わ
っ
て

違
い
の
律
語
！
－
よ
り
よ
き

理
解
の
た
め
に
Ｊ
－

詩
へ
評
論
家
、
エ
ッ
セ
イ

ス
ト

　
　
　
　
金
　
時
鐘
氏

　
壬
生
町
心
身
障
害
児
者
親
の
今
様

金
３
千
４
２
０
円
　
　
　
　
（
４
回
）

　
　
　
モ
生
町
母
子
寡
婦
福
祉
今
様

金
３
乙
一
円
（
1
4
図
）
水
野
　
シ
ナ
様

兪
３
千
円
（
２
回
）
細
井
武
、
郎
様

金
３
万
円
　
　
　
　
　
　
（
３
回
）

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
東
口
商
店
金
梅

金
５
千
円
　
　
　
　
　
　
　
（
７
回
）

Ｅ
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
協
議
今
様

奎
３
珊
円
　
　
　
　
　
　
　
（
５
回
）

　
　
　
　
壬
生
町
消
費
者
友
の
合
縁

衆
１
千
６
０
８
円
　
　
　
　
（
１
２
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
ハ
様

1
2
月
の

等

●
　
固
定
資
産
税

　
↓

都
市
計
画
税
　
（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
）

●
国
民
年
金
　
　
　
（
９
期
）

　
　
（
納
期
限
1
2
月
2
5
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
温
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

ちのうごき

　11月１日現在

ま

総人口39,994人（＋47）

‥男　19,758人（＋14）……

　女,ﾌﾉ1’20,236人（十33）ド

世帯数11,862世帯（＋24）

　　　　　（　）内は前月比

ご
寄
付

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

町
寄
付

全
３
０
万
円
栃
木
地
区
遊
技
業
組
合
様

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付

金
２
万
１
千
４
８
３
円
　
　
昭
和
３
６

　
年
度
壬
生
中
卒
業
同
窓
会
一
同
様

金
４
千
２
９
９
円

人
を
社
会
的
に
疎
外
す
る
こ
と
と
い
　
　
全
５
千
円

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
６
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
５
珊
円

　
（
２
回
）

小
僧
寿
司
様

　
（
２
回

リ
ハ
ビ
リ
友
の
今
様

　
　
　
石
山
　
薄
様

　
　
　
　
（
４
回
）

‐
　
‐
’
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